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取引概要

①トライ産業(株)発行済み株式の全株取得

発行済み株式全株取得

■発行済み株式：1,075株*1
*1. 双日既保有の120株除く

②出資スキーム図

10％

100％子会社

既存出資比率

90％

(株)トライツナ
プロダクト

*現経営陣株主7名/個人株主9名/企業株主(2社)

出資後比率

100％

(株)トライツナ
プロダクト

100％



加工
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トライ産業 / 会社概要＆事業内容

[会社概要]

会社名 トライ産業株式会社

所在地

本社 清水工場 静岡県静岡市清水区
島田工場 静岡県島田市
吉田工場 静岡県吉田市

従業員数 119名（2022年7月時点）

関連会社 トライツナプロダクト（TTP） 100%・・・ 24名

設立 1988年7月

資本金 67百万円

業績
売上高40,468百万円/純利益841百万円
(21年度)

[工場]（創業年）

清水工場（1995年）

調達、販売機能を持つ本社

に 隣接する主力工場

・冷蔵庫： 6,486トン

・加工能力： 30トン/日

写真：清水工場

島田工場（2002年） 吉田工場（2020年）

事業拡大に伴い清水工場機能を

増強

・冷蔵庫： 8,383トン

・加工能力： 25トン/日

ネギトロ、切り落としなど加工度の

高い製品を生産

・冷蔵庫： 1,286トン

・加工能力： 6トン/日
[事業内容]

仕入 卸

漁船から調達(赤身商材)

・日本/台湾など

畜養・養殖(トロ商材)

・地中海、豪州など 養殖：トルコ（加工後に冷凍輸入） 超低温輸送・保管(-60℃)

柵へカット

顧客の要望に
沿った加工

（赤身商材）

超低温保管から加工

量販店、外食へ販売

・カットサイズ別（ロイン、ブロック、サクなど）

・製品（ネギトロ、切り落とし） 取引先:約300社

調達から販売までの一貫管理体
制を背景にMSC認証製品取扱

いも業界トップクラス
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トライ産業 / マーケットにおける強み
業界トップクラスの調達力を有し、マーケットインを実現する加工能力・営業基盤を持つ。

調達

加工

販売物流

品質管理

[調達]業界トップクラスの調達力

・年間100隻超の一船買いが可能
・海外畜養マグロの現地買付も実施

[加工]顧客ニーズに応える対応力

・顧客ニーズに速やかに応える技術力
・対米/対欧HACCP認定取得に裏付け
られた安全性

[販売]製販一貫による提案力

・マグロプロ集団ならではのマーケット
イン思考の提案力
・営業拠点集約による効率的な販売

[物流]鮮度を維持した超低温物流

・原料保管から配送まで全工程超低温
管理することによる鮮度維持

[品質管理]品質管理体制の内製化

・細菌検査や理化学検査が可能な品質管理体制
を内製化することでより安全な製品の提供が可能
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当社他事業とのシナジーによるトライの成長戦略
トライの”事業基盤“×双日グループ”水産アセットネットワーク“による

トライ産業の既存ビジネス強化、並びに海外への事業拡大

[創出するシナジー]
①マリンフーズ販路を活用したトライ販路の拡大
トライの市場シェア率が低い地方エリア(九州・東北等)に対して、双日グループであるマリンフーズが保有する全国45カ所の
営業拠点を活用し新たな商権の獲得を行う。

②大連翔祥を活用した調達力の強化
トライ自社での一船買いに加え、双日グループである大連翔祥からも原料を調達し、価格競争力のある原料の確保を
行うことで調達力を強化する。

③マグロ製品を軸とした水産加工品提案力の強化
トライが取り扱うマグロ製品とマリンフーズが扱うその他魚種製品とを併せ、双日が持つグローバル・ネットワークを活用する事で
トライの対海外向けビジネスを拡大し、value upを図る。

Stage1

国内販売力強化

・マリンフーズが持つ販路を活用
し地方エリアを攻める事でトライ
の販路を拡大し、国内における
収益拡大につなげる

Stage2 Stage3

国内収益基盤の確立

・大連翔祥との調達における協
業も含め販売力に応じた調達
力に引き上げる。調達・販売の
強化が進むことにより国内マグロ
市場の占有率を高め、国内収
益基盤を強固なものにする

・双日が保有するグローバルネッ
トワークを活用し、マグロ+他水
産加工品を輸出し、伸び行く
海外市場の開拓およびシェアの
獲得する

双日グローバルネットワー
クを活用した海外展開
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国内外における水産物市場状況

[国内外水産物消費状況]
①国内水産物消費状況
日本国内の水産物消費量は、人口の減少や若年層を中心とした魚離れの影響もあり直近では減少傾向にあるものの、
マグロ製品は水産物における人気商材であることは変わりなく、他魚種比較価格も安定的である事から需要は底堅いと推
察される。

②世界水産物消費状況
人口増加や健康志向・SDGs意識の高まりを背景に、アジア・オセアニアや北米地域を中心に水産物の消費量は堅調に
推移。水産物は世界の動物性たんぱく供給量の約2割を占めることから、世界の消費量は今後も引き続き伸長していくと
考えられる。

図2)世界の一人一年あたり食用魚介類消費量推移

参照元：水産庁令和3年度水産白書

図1)主要国・地域における
一人一年あたり食用魚介類消費量推移



[Step①]

国内収益基盤の確立および
海外を見据えた商材強化

既存(マリンフーズ)×新規(トラ
イ)アセットによる販売面でのシ
ナジー創出に加え、仕入面で
双日食料(SOFCO)と連携す
る事により、海外展開を見据え
た収益および商材力・技術力
の強化を図る。

[Step②]

水産加工品を武器に
海外市場を開拓

川上から川下までのノ
ウハウや技術力・品質
を武器に、成長を続け
るアジア・北米市場に
対し、トライのマグロ製
品やマリンフーズの寿司
ネタ製品を輸出し販路
を開拓する

[Step③]

グローバル・バリューチェーンの
構築

Step②で開拓した海外市場で、
優良アセット(Distributor、食
品・水産加工メーカー、外食
等)を獲得し、トライ・マリンフー
ズに加え双日ツナファーム鷹島
の養殖クロマグロなども輸出する
事により、双日ならではの強固
なグローバル・バリューチェーン
を構築する。

原料加工
販売
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当社の水産事業における全体戦略

水産大国である日本市場で収益と技術の基盤を確立する一方、水産物加工技術や品質を武器に海外市場の成長も
取り込み、調達・養殖～加工～販売の持続可能なグローバル・バリューチェーンを構築する。

[当社水産事業戦略領域]

マグロ製品
供給

他魚種
原料供給
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Appendix 補足資料



マリンフーズ / 会社概要＆事業内容
[会社概要] [工場・関係会社]（創業年）

三重工場（1986年）

シーフードサラダ・ダイスサーモン

製品などマリンフーズの主力製

品の製造を行う。一貫した生

産管理システムでの製造が強

み。

写真:三重工場外観

港で水揚げされた魚介類を直接

買い付けできる「買参権」を保有。

環境や水産資源量に配慮した
調達ルートの拡大

①ベトナム・タイでのえび養殖事業
②トルコよりサーモントラウト調達

③チリやロシアからの調達網
④愛媛県でのまぐろ養殖事業

国内外の自社加工工場での
独自ノウハウを活かした加工

①ＭＦベトナムでの寿司種加工
②三重工場での水産総菜加工

③釧路丸水での前浜水産資源加工

全国展開された販売網と
消費者視点での提案営業

①約 4000社のお客様に対し全国45か所の
営業拠点を活用した地域密着型営業

②品質管理重視の物流体制
③消費者へのメニュー提案まで行う営業力

調達 販売生産

[事業内容]

釧路丸水（2013年）

(左)味付けマスコ(右)北海道旨味たこ

会社名 マリンフーズ株式会社

所在地 本社 東京都港区六本木

従業員数 1,451名（グループ合計）

関連会社
釧路丸水株式会社 100%
MF Chile SpA 100%
MF Vietnam Ltd. 92.8%

設立 1964年10月

資本金 18億33百万円

業績 売上高836億円(21年度単体決算)

～「New Style of Seafood」の確立
他社にはマネ出来ない独自のバリューチェーンの構築～



マリンフーズの調達・生産拠点

ベトナム(MFベトナム)

タイ（アクアマリンファーム）

ベトナム
（タンニャットマリンファーム）

ＯＥＭ商品

販売者マリンフーズ
として開発・商品設計
に関わっている商品

チリ（自社工場）

中国（大連翔祥食品有限公
司）

双日ツナファーム鷹島

宇和海

世界20カ国以上から原料・商品を仕入れ、海外では自社工場2カ所、養殖拠点2カ所、約50カ所のOEM
工場で商品を生産。国内では、自社工場2カ所、養殖拠点1カ所、約30カ所のOEM工場を有し、安全・安
心な商品の安定供給に努めている。



双日食料 / 会社概要＆事業内容
[会社概要] [関係会社]

双日食料水産

鮭フレーク製品製造を主業と

し、原料から製品までの一貫

生産体制を持つ。

畜肉の原材料調達および販売、畜

肉加工、物流に関わる複数の企業

と連携し消費者に安心安全な製品

を提供する。

[事業内容]~総合性を基盤に顧客ニーズに即した付加価値を創造~

株式会社ミートワン

会社名 双日食料株式会社

所在地 本社 東京都港区六本木

従業員数 295名

関連会社
双日食料水産株式会社100%
株式会社ミートワン 100% 等

設立 1983年1月

資本金 4億12百万円

業績 売上高1,184億円(21年度連結決算)

写真:双日食料水産 本社外観

食品事業
輸入貝類の取
り扱いは国内ト
ップシェア

農産事業
農産品や果実
加工品等の開

発輸入

基礎原料事
業

砂糖・小麦粉・
乳製品等

畜産事業
生体家畜・牧
草輸入から精
肉加工まで
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将来情報に関するご注意
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、業績を確約するもの
ではありません。実際の業績等は、新型コロナウイルス感染症の収束時期や、内外主要市場の経済環境、為替相場の変動など様々な要因により、大きく変動する可能性が
あります。重要な変更事象等が発生した場合は、適時開示等にてお知らせします。


